
ニデックの知財戦略： M&Aと「One Nidec」ガ
バナンスによる事業創出ポートフォリオの分析 
 

エグゼクティブサマリ 
 

当レポートは、ニデック株式会社（以下、ニデック）の知的財産（IP）戦略について、一次情報（IR資
料、統合報告書、企業リリース、訴訟資料）に基づき、その構造、実行メカニズム、および経営戦略

への貢献度を網羅的に分析したものです。 

ニデックの知財戦略は、従来の「防衛的」な特許管理とは一線を画し、2030年度の売上高10兆円達
成¹という野心的な経営目標を牽引する、極めて「攻撃的」かつ「事業創出的」な機能として位置づけ
られています。その戦略的中核は、75社を超えるM&Aの実行²と、それを「One Nidec」³の思想で束
ねる強力な知財ガバナンス体制にあります。 

本分析から得られた主要なファインディングは以下の通りです。 

●​ 基本方針：「ビジネスクリエイター」としての知財​
ニデックの知財部門は、単なるR&Dの支援組織ではなく、IPランドスケープ分析に基づき「新規
事業の提案」まで行う「ビジネスクリエイター」として定義されています³。その基本方針は「知的
付加価値の創造による事業への貢献」³であり、経営戦略と完全に一体化しています。 

●​ 組織体制：M&Aを前提とした二重機能​
M&Aによるグループの急拡大に対応するため、知財組織は「IPマネジメント機能」（各事業部の
支援）と「IPガバナンス機能」（グループ全体の経営への提言）という二重の役割を担っています
³。これは、買収先の自律性と「One Nidec」によるシナジー追求という相反する要求を両立させ
るための組織構造です。 

●​ M&A（PMI）戦略：買収資産の鉄壁の防衛​
Molon Motor v. Nidec Motor訴訟⁴において、ニデックは買収先（Merkle-Korff）が過去に締結
した複雑な契約（「提訴しない誓約」と「合併条項」）の解釈を巡る争いで、CAFC（連邦巡回控訴
裁判所）で最終的に勝訴しました⁵。これは、M&AのDD（デューデリジェンス）とPMI（買収後の統
合）における高度な知財リスク管理能力の証左です。 

●​ 訴訟戦略：攻防一体のグローバル展開​
ニデックは、米国ではPTAB（特許審判部）の無効判断をCAFCで覆し（Nidec v. Zhongshan）⁶、
中核特許の有効性を防衛する一方で、中国市場では模倣品企業を現地の知財裁判所で提訴

し（Nidec v. AWA）⁷、和解（事実上の勝利と推察）を勝ち取るなど、重要市場で攻防一体の訴訟
戦略を明確に実行しています。 

●​ 中核事業（E-Axle）：「超垂直統合」によるブラックボックス化​
最重要のE-Axle事業では、特許ポートフォリオ（脱レアアース技術「SynRATM」⁸など）に加え、
生産設備・検査装置まで内製化する「超垂直統合」⁹戦略を採用しています。これにより、製造プ



ロセス全体を一種のトレードシークレット（ノウハウ）として「ブラックボックス化」し、競合の模倣

を困難にする強力な参入障壁を構築しています。 
●​ 競合との差異：突出した「未来・攻撃志向」​

国内競合（ファナック¹⁰、マブチモーター¹¹）が「侵害予防（防衛）」や「既存事業支援」を知財戦略
の中心に据える中、ニデックの「ビジネスクリエイター」³という役割は、未来の巨大市場（E-Axle
、AIインフラ¹²）を自ら創造しようとする、突出した攻撃性を示しています。 

●​ リスク：標準化による「ブラックボックス」の無効化​
E-Axleのコンポーネント間インターフェースが国際標準（IECなど）¹³や競合コンソーシアムによっ
て「標準化」された場合、ニデックの「ブラックボックス」戦略（システム一括提供）の優位性が失

われ、コンポーネント単位の価格競争に陥るリスクを中期的に内包しています。 
●​ 展望：「AI社会基盤」へのプレイブック適用​

ニデックは、E-Axleで成功した「超垂直統合」⁹と「ブラックボックス化」の戦略的プレイブックを、
次なる成長の柱である「AI社会基盤（データセンター用水冷モジュール）」¹²へと既に適用し始め
ており、FY2023のIPポートフォリオ強化¹²はその第一歩と見られます。 

 
 

背景と基本方針 
 

ニデックの知的財産戦略は、独立した法務・技術機能として存在するのではなく、同社グループ全体

の経営戦略と不可分に、そして強力に結びついています。その基本方針は、単なる「権利の保護」と

いう受動的な役割を遥かに超え、経営目標を達成するための能動的な「事業創出」機能として明確

に位置づけられています。この章では、ニデックの経営戦略の概要と、その中核に据えられた知財

戦略の基本思想を、公式な開示資料に基づき詳細に分析します。 

 

経営戦略：「Conversion 2027」と「5つの柱」 
 

ニデックグループは、2024年4月に新経営体制へと移行しました¹⁴。この新体制の下、グループは中
期戦略目標「Conversion 2027」を推進しています。この目標は、2027年度（FY2027）までに連結純
売上高2.9兆円、営業利益率12%（営業利益3,500億円）、およびROIC（投下資本利益率）12%を達
成するという、根本的な収益構造の変革を目指すものです¹⁵。 

さらに長期的な視点として、2030年度の売上高10兆円という壮大な目標も維持されています¹⁴。この
10兆円の内訳として、7兆円をオーガニック（自律的）成長で、残る3兆円を新規のM&Aによって達成
する計画が示されており¹⁴、M&Aが引き続き同社の成長戦略の重要な柱であることが確認されま
す。 

この壮大な成長目標を達成するための具体的な事業領域として、ニデックは2024年7月に「5つの事



業柱」を特定しました¹⁴。それは、(1) AI社会基盤 (Base of AI Society)、(2) 生産性効率化 
(Productivity Efficiency)、(3) モビリティ革新 (Mobility Innovation)、(4) 持続可能なインフラとエネ
ルギー (Sustainable Infrastructure and Energy)、(5) 生活を支える家電・商業機器 (Home 
Appliances and Commercial Equipment) です¹⁴,¹⁶。 

これらの経営戦略は、ニデックの知財戦略が直面する「課題」と「機会」を明確に定義しています。す

なわち、知財戦略は、これら「5つの柱」という巨大な成長市場において、いかにしてオーガニック成
長を加速させ、M&Aによるシナジーを最大化し、競争優位性を確立するか、という問いに答えるもの
でなければなりません。 

 

経営における知財の公式基本方針 
 

ニデックが公式に掲げる知的財産戦略の基本方針は、一貫して「知的付加価値の創造による事業

への貢献 (To contribute to the growth of its business through the creation of intellectual 
added value)」です¹⁷,¹⁸,¹⁹。 

この方針は、多くの企業で見られる「発明の保護」「侵害の防止」といった表現とは一線を画します。

「事業への貢献 (contribution to the growth)」という言葉は、知財活動のKPI（重要業績評価指標）
が、単なる特許出願件数や権利維持率ではなく、いかに事業の売上や利益、競争優位性といった

「付加価値」に直接的に結びついているかを問うものであることを示唆しています。 

ニデックの公式ウェブサイトでは、この方針を具現化するため、「プロダクトライフサイクルの各ステー

ジに合わせたポートフォリオ管理と権利活用」を行うこと、そして「他社の知的財産権を尊重し、必要

に応じてライセンスや技術供与を受けると共に、自社の知財権の利用を許諾する」ことにより、知財

の「多重的な活用 (multiple utilizations)」を促進する、と明記されています¹⁷,¹⁸。これは、知財を自社
だけで囲い込む（クローズド）戦略と、他社と共同で活用する（オープン）戦略を、事業の状況に応じ

て使い分ける、柔軟な姿勢を示しています。 

 

知財部門のミッション：「ビジネスクリエイター」 
 

ニデックの知財戦略が特にユニークである点は、知財部門のミッション（使命）にあります。同社は、

知財部門のメンバーが「ビジネスクリエイター (business creator)」として、経営陣や事業責任者と連
携することを求めています¹⁷,¹⁸,²⁰。 

これは、従来の知財部門の役割（R&D部門が創出した発明を特許化し、法務部門がそれを防衛す
る）という受動的なイメージを根本から覆すものです。ニデックの定義によれば、知財部門は「収集し

た知的財産情報を分析」し、「技術トレンド等の分析結果に基づき、既存事業の更なる成長のための



提案のみならず、新規事業の提案を行う」³¹ことが求められています。 

この「新規事業の提案」¹⁷というミッションは、知財部門が経営戦略の上流に深く関与していることを
示しています。具体的には、IPランドスケープ分析（特許情報や非特許文献の網羅的な分析により、
技術開発の空白地帯や競合の動向、将来の技術トレンドを可視化する手法）を駆使し、「次に投資

すべき技術領域はどこか」「どの市場に参入すべきか」「M&Aによって獲得すべき技術は何か」といっ
た、経営の根幹に関わる提言を行う役割を担っていると推察されます。 

この「ビジネスクリエイター」という役割こそが、ニデックの知財戦略を、単なる「支援機能」から、経営

目標を達成するための「能動的なドライバー」へと昇華させている中核的な思想であると言えます。 

 

マテリアリティ（重要課題）としての知財 
 

この「事業創出」という知財の役割は、ニデックのサステナビリティ経営におけるマテリアリティ（重要

課題）としても、明確に位置づけられています。 

2024年統合報告書において、ニデックは「技術戦略」の一環として「知的財産の保護と活用 (Protect 
and utilize intellectual properties)」をマテリアリティの一つとして特定しました¹⁶,²¹,²²。 

同報告書では、このマテリアリティ特定の背景として、以下のように説明されています。 
「当社は、脱炭素、省電力、省人化といった課題を含む『5つの大きな波（Five Big Waves）』（現行の『
5つの柱』と連動する概念）から生じる事業機会を捉え、製品開発に取り組んでいる。もしIPポートフォ
リオの変革が遅れた場合、当社の競争力が低下し、社会への貢献が妨げられる懸念があるため、

製品開発の成果を知的財産権で保護し、適時に変革することが重要である」¹⁶,²¹,²²。（当アナリストに
よる要約・翻訳） 
これは、知財戦略の失敗が、即座に経営リスク（競争力の低下）に直結するという強い危機意識の

表れです。 

この課題に対し、2023年度（FY2023）の具体的な取り組みとして、「プロダクトライフサイクルの各ス
テージに合わせたIPポートフォリオの構築・管理・活用を継続した」こと、「他社の知財権の徹底した
先行調査」を行ったこと、そして「知財情報を活用した市場動向等の分析活動を強化し、より強力なIP
ポートフォリオ構築活動を実施した」ことが報告されています¹⁶,²¹。 

特に注目すべきは、この分析活動の結果として、「AI社会基盤」という「5つの柱」の筆頭分野におい
て、具体的なアクションが取られている点です。統合報告書は、「データセンターにおける水冷モ

ジュール関連技術（ポンプ、電源、回路基板など）に関するIPポートフォリオを強化した」¹⁶と明記して
います。これは、「ビジネスクリエイター」¹⁷としての知財部門が、市場トレンド（AIサーバーの爆発的需
要）¹⁶をIP分析によって捉え、次世代の中核事業領域において、競合に先んじて知財の「陣地」を固
めるという、極めて戦略的な動きを実行したことを示しています。 



 

外部評価による戦略の検証 
 

これらの能動的かつ戦略的な知財活動は、客観的な外部評価にも結びついています。ニデックは、

その知財活動の成果として、世界的な情報サービス企業であるクラリベイト社（Clarivate）から「Top 
100 Global Innovators 2024」に2年連続で選出されました¹⁶,²³。 

この「Top 100 Global Innovators」の選定基準は、特許の「量」ではなく、「影響力（Influence）」、「成
功（Success）」、「グローバル性（Globalization）」、「独自性（Distinctiveness）」といった「質」を重視
する、厳格なデータ分析に基づいています²⁴。 

ニデックがこの受賞を統合報告書のマテリアリティ（技術戦略）のセクションで¹⁶、FY2023の主要な取
り組みの成果として報告していることは示唆に富みます。これは、同社がこの受賞を単なる栄誉とし

てではなく、「ニデックが推進するIPポートフォリオの変革（1）は、客観的・データ的にも、世界トップレ
ベルの『質（影響力）』を持つものである」ということを、投資家やステークホルダーに対して証明する

ための、戦略的なIR（インベスター・リレーションズ）ツールとして活用していることを示しています。 

このように、ニデックの知財戦略は、「10兆円」¹⁴という経営目標と、「5つの柱」¹⁴という事業ドメイン、
そして「ビジネスクリエイター」¹⁷という知財部門のミッション、「Clarivate Top 100」²³という外部評価
が、すべて一貫した論理で結びついています。それは、知財を「事業を創出し、経営目標を達成する

ための、最も強力な武器の一つ」として位置づける、という明確な基本方針に基づいていると結論付

けられます。 
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全体像と組織体制 
 

ニデックの知財戦略は、前章で述べた「ビジネスクリエイター」¹⁷という野心的なミッションを、グローバ
ルに展開する巨大な企業グループ全体でいかにして実行に移すか、という組織的な課題に直面して

います。特に、同社の成長の主要なドライバーであるM&A（合併・買収）は、この課題をさらに複雑な
ものにしています。2024年までに75社を超える企業を買収・統合してきた歴史²⁵,²⁶は、多種多様な技
術、文化、そして知財管理体制を内包するコングロマリット（複合企業体）を形成しました。 

この複雑性を管理し、グループ全体のシナジーを最大化するために、ニデックは「One Nidec」³¹の思
想に基づいた、独自の知財ガバナンス体制を構築しています。本章では、この知財推進体制の二重

機能、「One Nidec」の具体的な意味、そして知財創出の源泉である人材に対するインセンティブ構
造について詳細に分析します。 

 

知財推進体制：二重機能（マネジメントとガバナンス） 
 

ニデックの公式資料によれば、同社の知財推進体制は、主に2つの機能によって事業を支えている
と説明されています¹⁷,¹⁸,²⁷,²⁸。 

1.​ IPマネジメント機能 (IP management function)​
この機能は、「各グループ会社や事業ごとの知財ポートフォリオ構築・権利活用、および知財リ

スク低減」¹⁷,²⁸を担当します。これは、グループ内の各事業部門（例えば、車載事業部門や精密
小型モーター事業部門）や、M&Aによって取得した主要なグループ会社（例えば、旧OKKや旧
PAMA²⁶）の現場に寄り添い、それぞれのビジネスの特性に最適化された知財活動を支援す
る、いわば*分散型（decentralized）*の機能であると推察されます。日々の発明の掘り起こし、
出願戦略の策定、競合他社の特許監視、事業活動に伴う知財リスク（侵害予防など）²⁹の管理
といった、オペレーショナルな側面を担うものと考えられます。 

2.​ IPガバナンス機能 (IP governance function)​
この機能は、「ニデックグループ全体の経営に資する知財情報の提供や、将来の経営に関する

提言 (suggestion for future management)」¹⁷,²⁸を行います。これは、各事業部の利害を超え、
グループ全体の視点から知財ポートフォリオの最適化を図る、*中央集権型（centralized）*の
機能であると推察されます。前章で述べた「ビジネスクリエイター」¹⁷としての役割、すなわちIPラ
ンドスケープ分析に基づく「新規事業の提案」¹⁷や、M&Aターゲットの知財評価（デューデリジェ
ンス）²⁷、そしてグループ全体の技術シナジー²⁷,³⁰の発見といった、より戦略的なミッションを担う
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ものと考えられます。 

この「マネジメント」と「ガバナンス」という二重の機能（デュアル・ファンクション）は、ニデックの組織構

造を理解する上で極めて重要です。M&Aによって成長してきたニデックは、買収先企業の経営陣の
自主性を（ある程度）尊重する方針³¹を持つ一方で、グループ全体としてのシナジー³⁰を追求しなけれ
ばならない、という本質的な二律背反を抱えています。 

この二律背反に対し、「IPマネジメント機能」が買収先や各事業部の自律性（遠心力）に対応する一
方で、「IPガバナンス機能」が「One Nidec」³¹としてのグループ全体の最適化（求心力）を担保すると
いう、絶妙なバランスを取るための組織的な回答が、このデュアル・ファンクション体制であると分析

されます。 

 

M&Aを前提とした「One Nidec」体制 
 

ニデックは、「M&Aを積極的に活用し、グループ会社と共に成長してきた」¹⁷,¹⁸と公言しており、75社に
上る買収²⁵,²⁶の歴史がそれを示しています。しかし、この戦略は、買収した企業の数だけ、異なる「知
財管理システム」「発明報奨規程」「技術文書データベース」「知財文化」がグループ内に無秩序に混

在するという、深刻なガバナンス上のリスクを生み出します。 

この課題（＝組織のサイロ化、シナジーの欠如）に対するニデックの明確な回答が、「One Nidec」の
思想に基づく知財体制の「統一 (unification)」です。 

ニデックは、「グループ内でのシームレスな知財活動を可能にするため、『インフラ、知財関連規程、

知財推進体制の統一』に注力している」¹⁷,¹⁸,²⁰と述べています。 

この「統一」という一見地味な作業は、法務・知財部門のタスクである以上に、グループ全体のR&D
効率を最大化するための、高度な「デジタル・トランスフォーメーション（DX）」タスクであると推察され
ます。 

例えば、75社²⁵が個別に保有していたであろう特許管理システムや技術文書データベースを、単一
の「インフラ」に「統一」¹⁷することができれば、どうなるでしょうか。それは、グループ本社の中央「IPガ
バナンス機能」¹⁷（＝ビジネスクリエイター）が、ボタン一つで、グループ全社（例えば、旧OKKの工作
機械技術²⁶と、旧PAMAの大型機械技術²⁶、そしてニデック本体のモーター制御技術）の特許と技術ノ
ウハウを横断的に検索・分析できる体制が整うことを意味します。 

これは、M&Aによる「技術の足し算」を、グループシナジー³⁰という「技術の掛け算」に変えるための、
知財DXそのものです。この「統一」されたインフラ基盤こそが、「ビジネスクリエイター」¹⁷が「新規事業
の提案」¹⁷を行うための分析の土台となっていると考えられます。 

 



組織上の位置づけとガバナンス構造 
 

ニデックの知財部門（Intellectual Property Department）の組織上の位置づけも、その戦略的な役
割を裏付けています。2024年統合報告書に掲載された組織図によれば、知財部門は、研究開発拠
点である「京阪奈技術センター」の管理部門（Administration Department）内に配置されています³²
。 

これは、知財部門が、法務部門（Legal & Compliance Department、取締役会直下に設置³³）やリス
クマネジメント委員会³³といった、いわゆる「コーポレート・リスク管理」の系統とは別に、R&D活動と一
体となった「技術戦略」の系統に属していることを示唆しています。この配置は、知財部門が日常的

にR&Dの現場と密接に連携し、「ビジネスクリエイター」¹⁷として発明の創出や技術トレンドの分析を行
う上で、非常に合理的なものであると言えます。 

一方で、知財侵害訴訟といった重大なリスク管理（「事業等のリスク」²⁹として開示）については、取締
役会直下のリスクマネジメント委員会³³や法務・コンプライアンス部門³³と、知財部門が密接に連携
し、レポートライン（報告体制）が確立されているものと推察されます。 

 

エンジニアの意欲向上と人材育成 
 

強力な知財ポートフォリオは、知財部門の努力だけで構築できるものではありません。その源泉は、

日々新たな技術を創出するエンジニアの「発明」にあります。ニデックは、この源泉を活性化させるた

め、体系的なインセンティブ（報奨）制度と人材育成プログラムを整備しています。 

ニデックは、「Three Essential Attitudes（3つの精神）」の一つとして「Working hard and smart（懸命
に、賢く働く）」¹⁷を掲げており、エンジニアが新しい技術のアイデアやノウハウを積極的に生み出すこ
とを奨励しています。 

そのための具体的な報奨制度として、以下の2つが公式に紹介されています¹⁷。 

1.​ Nidec Patent Badge Award (ニデック特許バッジ賞)​
これは、エンジニアの努力に感謝と賞賛を示すための制度です。貢献度（例えば特許出願件数

など）に応じて、「シルバーバッジ」「ゴールドバッジ」「ダイヤモンドバッジ」の3種類が授与されま
す¹⁷。受賞者数は年々増加しているとされます¹⁷。 

2.​ One Nidec Profit Contribution Grand Award (One Nidec 利益貢献大賞)​
これは、「従業員発明規程」に基づく報奨とは別に設けられた、多様な報奨・表彰制度の一つで

す¹⁷。その名称が示す通り、発明が「いかにグループの利益に貢献したか」を評価するものであ
り、知財の基本方針である「事業への貢献」¹⁷をエンジニアレベルで体現する仕組みとなってい
ます。 

また、知財部門のメンバーを「IPプロフェッショナル」¹⁷として育成するための体系的な人材開発にも注



力しています。具体的には、若手メンバーに特定の技術分野を任せて知財活動を計画・実行させ、

プロアクティブな遂行者として育成すること¹⁷、ジョブローテーションを通じて多様なビジネス環境を経
験させること¹⁸、キャリア目標に向けた「スキルマップ」¹⁸を活用し、シニアメンバーとの定期的なキャリ
アレビュー（面談）¹⁸を行うこと、さらには学生向けのインターンシップ（IP部門実務体験コース）¹⁸を実
施するなど、専門人材の確保と育成に多大なリソースを投じていることが伺えます。 

これらの組織体制、ガバナンス構造、そして人材育成・報奨制度のすべてが、M&Aによる急成長と「
One Nidec」³¹の実現という、ニデックの経営戦略を知財面から支える強固な基盤を形成していると
結論付けられます。 
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詳細分析（1） M&Aにおける知財の戦略的機能 
 

ニデックの成長戦略において、M&Aは中核的な役割を担っています。2030年の売上10兆円目標の
うち3兆円を新規M&Aで達成する¹⁴という計画は、今後もM&Aのペースを緩めないという経営の強い
意志を示しています。このM&A戦略の成功は、財務的な評価や事業計画の精査だけでなく、買収対
象が保有する「知的財産」の価値とリスクを、いかに正確に評価し、買収後にいかにスムーズに統合

（PMI: Post-Merger Integration）、そして防衛できるかにかかっています。 

ニデックの知財部門は、M&Aプロセスにおいて「知財評価（デューデリジェンス）」や「買収後の知財
統合」を支援する²⁷,³⁴重要な役割を担っています。本章では、ニデックがM&Aで獲得した知財資産の
価値を、法廷闘争（訴訟）においていかにして守り抜いたかを示す象徴的なケーススタディ「Molon 
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Motor v. Nidec Motor」⁴を詳細に分析し、同社の高度な知財PMIと防衛戦略の実態を解明します。 

 

M&A戦略における知財の位置づけ 
 

ニデックのM&Aは、単なる事業規模の拡大（足し算）を目的とするものではありません。公式な方針
として、買収した企業の経営資源（技術、顧客基盤など）とニデック既存事業との「結合・統合」を通じ

て、「シナジー効果」³⁰を生み出すことを目的としています。このシナジーには、部品調達の集約によ
るコスト削減、新分野での技術開発、販売チャネルの拡大などが含まれます³⁰。 

このプロセスにおいて、知財部門の役割は不可欠です。M&Aの初期段階（デューデリジェンス）で
は、買収対象の特許ポートフォリオが本物か、コア技術が適切に保護されているか、そして第三者の

特許を侵害していないか（リスク評価）を精査します²⁷。 

そして、買収が完了した後（PMI）は、その知財を「One Nidec」¹⁷の知財インフラ（データベースや管理
規程）に迅速に統合し、グループ全体（例えば、ニデック本体のモーター技術と買収先の制御技術）

でのシナジー創出³⁰,²⁰の基盤とします。 

 

ケーススタディ：Molon Motor v. Nidec Motor (Merkle-Korff買収案件) 
 

ニデックの知財PMIと防衛戦略の卓越性を示す事例が、2012年に買収したMerkle-Korff Industries
社⁴（以下、Merkle-Korff）に関連する、Molon Motor and Coil Corporation（以下、Molon）との特許
訴訟です。この訴訟は、M&Aによって承継した「過去の契約」の解釈が、買収した事業の存続そのも
のを左右するリスクを内包していました。 

 

経緯：2つの相反する可能性のある契約の承継 
 

この紛争の根幹には、ニデックがMerkle-Korffを買収する以前に、MolonとMerkle-Korffの間で締
結された、2つの異なる契約が存在しました。 

1.​ 2006年「提訴しない旨の誓約 (Covenant Not to Sue)」​
事の発端は2004年、MolonがMerkle-Korffを特許侵害（'785特許）で提訴したことに遡ります
⁴,³⁵。これに対し、Merkle-Korffは、Molonが保有する別の2つの特許（'915特許および'726特
許）について、無効確認の反訴を提起しました³⁶,³⁵。​
この反訴を管轄権の欠如（＝争点が存在しない）として裁判所に取り下げさせるため、Molonは



2006年、Merkle-Korffに対し、「'915特許と'726特許に関して、Merkle-Korff（およびその顧客）
を永久に提訴しない」という一方的な誓約（以下、2006 Covenant）を提供しました³⁶,⁴,³⁵。この
誓約は、特定の市場や製品に限定されない、包括的なものであったと解釈されます。 

2.​ 2007年「合併条項付きライセンス契約 (Settlement Agreement)」​
2007年、両当事者は、最初の訴訟（'785特許）を正式に和解させるため、新たな和解契約（以
下、2007 Settlement）を締結しました³⁶,⁴。この契約には、MolonがMerkle-Korffに対し、'915特
許を含む複数の特許を「特定の限定された市場（a limited market）」³⁵,³⁷においてのみ使用でき
る、排他的なライセンスを付与する内容が含まれていました³⁶,³⁵。​
本件の最大の争点: この2007年の契約には、「本契約の主題（subject matter hereof）に関す
る、全ての従前の会話、交渉、合意、誓約（covenants）は、本契約に統合（merged）され、以
降、何らの効力も有しない」という、一般的に「合併条項 (merger clause)」³⁸,³⁵と呼ばれる条文
が含まれていました。 

 

争点：ニデック買収後の「合併条項」の解釈 
 

2012年、ニデックはMerkle-Korffを買収しました⁴。 
2016年、Molonはニデック（Merkle-Korffの事業承継者）を、'915特許の侵害で提訴しました³⁵。
Molonの主張は、「ニデックが2007年のライセンス契約で定められた『限定された市場』以外で、'915
特許を使用した製品を販売している」³⁷というものでした。 
ここでの法的な争点は、極めて明確でした。 

●​ Molonの主張（2006 Covenantは消滅した）:​
2007年契約の「合併条項」³⁸によって、2006年の（市場無限定の）「提訴しない誓約」は消滅し、
無効となった。なぜなら、両方の契約が「'915特許の権利」という「同一の主題」³⁵を扱っているか
らである。したがって、ニデックが保護されるのは、2007年契約が定める「限定された市場」³⁷の
みであり、それ以外の市場での活動は特許侵害である⁴,³⁸,³⁹。 

●​ ニデックの主張（2006 Covenantは存続している）:​
2006年の「提訴しない誓約」（反訴を取り下げさせるための一方的な誓約）と、2007年の「ライ
センス契約」（'785特許訴訟を和解させるための双務的な契約）は、その目的、背景、内容が全
く異なる。したがって、両者はイリノイ州の契約法上、「異なる主題 (different subject matter)」
³⁸,³⁵を扱うものである。​
2007年の合併条項は、あくまで「2007年の契約と同一の主題に関する」従前の合意しか消滅
させない。よって、主題が異なる2006年の誓約には適用されず、2006年の（市場無限定の）
「提訴しない誓約」は依然として有効である。​
結論として、Molonはニデックを提訴すること自体が禁じられている⁴,³⁸。 

 

判決：ニデックの主張を認める勝訴（CAFC） 



 

地方裁判所はニデックの主張を全面的に認め、Molonの訴えを棄却する略式判決を下しました⁴,³⁵。
裁判所は、両契約が「実質的な違い (substantive differences)」⁴を持つと認定しました。 

Molonはこれを不服として連邦巡回控訴裁判所（CAFC）に控訴しましたが、CAFCも2020年1月10
日、地裁判決を支持する判決を下しました³⁸,³⁹。CAFCは、「2つの合意が異なる主題に関するとした
地方裁判所の判断に同意する」³⁸とし、「重複する特許（'915特許）の存在が、2つの合意を同一の主
題にするのに十分であるという広範な主張」⁴には法的根拠がない、とMolonの主張を退けました。 

これにより、2006年の「提訴しない誓約」が有効であることが法的に確定し、ニデックは
Merkle-Korffから承継した事業を「限定された市場」³⁷に縛られることなく、グローバルに展開する権
利を防衛しきったことになります。 

 

M&A知財戦略への示唆 
 

このMolon訴訟の勝利は、ニデックの知財戦略、特にM&Aにおけるリスク管理能力の高さを示す、
非常に重要な事例であると分析されます。 

第一に、M&Aデューデリジェンス（DD）の重要性です。2012年のMerkle-Korff買収時、ニデック（およ
びその法務・知財チーム）²⁷,³⁴は、この「2006年誓約」と「2007年合併条項」という、一見すると矛盾
し、事業の存続を脅かしかねない「契約上の時限爆弾」³⁸,³⁵の存在を把握していた（あるいは把握す
べきであった）はずです。 
買収の意思決定は、この「合併条項」のリスクを分析した上で、「イリノイ州法下で『異なる主題』であ

ると主張すれば勝てる」という高度な法的分析とリスク評価に基づいて行われた可能性が極めて高

いと推察されます。もしこのDDが不十分であれば、ニデックは「限定された市場」³⁷でしか事業ができ
ない、価値の毀損した資産を高値で掴む結果となっていたでしょう。 
第二に、知財PMI（ポスト・マージャー・インテグレーション）の実行力です。買収（2012年）⁴から訴訟
提起（2016年）³⁵までの間、ニデックはMerkle-Korffの法務・知財情報を「One Nidec」¹⁷のガバナンス
体制下に完全に統合し、この複雑な契約の歴史を把握していたと見られます。買収先企業が過去に

締結した複雑な契約ポートフォリオを、買収後に正確に承継・管理し、いざ訴訟となった際に完璧に

防衛しきったという事実は、ニデックの知財PMI機能²⁷が、単なるインフラの「統一」¹⁷に留まらず、買
収資産の「価値防衛」という実務において、極めて高度に機能していることを証明しています。 
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詳細分析（2） 攻防一体の知財活用（訴訟・紛争戦略） 
 

ニデックの知財戦略は、前章で見たM&A資産の「防衛」に留まりません。同社は、グローバル市場に
おける事業の優位性を確保するため、自社の中核特許を「防衛」し、同時に競合他社による権利侵

害に対しては「攻撃」的に権利を行使するという、攻防一体の姿勢を明確にしています。このアグレッ

シブな知財活用は、同社の事業戦略と密接に連動しています。 

本章では、ニデックが公式に開示している知財リスクの枠組みを概観した後、米国（防衛）と中国（攻

撃）という、世界で最も重要な2つの市場における象徴的な訴訟・紛争事例を分析し、同社のしたた
かなグローバル訴訟戦略を解明します。 

 

知財リスク管理の枠組み 
 

ニデックは、有価証券報告書などのIR資料における「事業等のリスク」項目において、知的財産権に
関するリスクを両面から認識し、開示しています²⁹。 

1.​ （A）侵害リスク（防衛的側面）:​
「第三者の知的財産権を侵害し、事業停止、損害賠償、または特許使用料の支払いを要求さ

れるリスク」²⁹。これは、他社の特許網に抵触してしまうリスクです。 
2.​ （B）被侵害リスク（攻撃的側面）:​

「第三者による当社の知的財産権の侵害により、当社の事業活動が妨げられ、競争力が低下

https://www.nidec.com/en/technology/ip/
https://www.nidec.com/en/technology/ip/
https://yorozuipsc.com/uploads/1/3/2/5/132566344/41d62c386e743568448c.pdf
https://www.nidec.com/en/ir/_individual/ma/
https://yorozuipsc.com/uploads/1/3/2/5/132566344/41d62c386e743568448c.pdf
https://www.jdsupra.com/legalnews/merger-clause-in-a-patent-license-29113/
https://www.dilworthip.com/resources/news/molon-motor-and-coil-corporation-v-nidec-motor-corporation-merger-clauses-related-ip-agreements/
https://www.dilworthip.com/resources/news/molon-motor-and-coil-corporation-v-nidec-motor-corporation-merger-clauses-related-ip-agreements/
https://www.arnoldporter.com/-/media/files/perspectives/publications/2020/05/the-licensing-journal.pdf
https://www.arnoldporter.com/-/media/files/perspectives/publications/2020/05/the-licensing-journal.pdf
https://law.justia.com/cases/federal/appellate-courts/cafc/19-1071/19-1071-2020-01-10.html
https://law.justia.com/cases/federal/appellate-courts/cafc/19-1071/19-1071-2020-01-10.html
https://patentlyo.com/patent/2020/01/cancelling-covenant-not.html
https://www.huschblackwell.com/inthenews/husch-blackwell-secures-federal-circuit-victory-for-nidec-motor
https://www.huschblackwell.com/inthenews/husch-blackwell-secures-federal-circuit-victory-for-nidec-motor


するリスク」²⁹。これは、自社の技術が模倣されるリスクです。 

これらの両面リスクに対し、ニデックは体系的な対策を講じています。 
(A) 侵害リスクに対しては、「製品開発の初期段階から、第三者の知的財産権に関する包括的かつ
継続的な調査を実施し、侵害リスクを排除する。必要に応じて外部の法律事務所と協力し、迅速か

つ適切に対応する」²⁹としています。 
(B) 被侵害リスクに対しては、「コア技術に関する知的財産権を積極的に取得・維持し、他社の製品
動向を監視し、事業活動を保護する」²⁹としています。また、「機密情報の漏洩を防ぐため、従業員へ
の情報管理教育を徹底する」²⁹とも述べられており、特許権だけでなく営業秘密の管理も重視してい
ることが伺えます。 
このリスク管理の枠組みは、ニデックが「訴えられるリスク」と「侵害されるリスク」の双方に、組織とし

て備えていることを示しています。 

 

防衛戦略（特許有効性の維持）：Nidec v. Zhongshan Broad Ocean 
 

ニデックが自社の「中核特許」と見なした技術を、いかに強固に防衛するか。その姿勢は、

Zhongshan Broad Ocean Motor（中山大洋電機）との、米国特許（U.S. Patent No. 7,208,895、以下 
'895特許）の有効性を巡る争いに、鮮明に表れています。 

経緯とPTABの判断（ニデックの敗訴）: 
この争いは、ニデックがZhongshanを'895特許（電磁モーターのトルク制御システムに関する技術）
⁴⁰の侵害で米国連邦地方裁判所に提訴したことから始まりました⁴⁰。 
これに対し、Zhongshanは、米国の特許無効手続きである「当事者系レビュー（IPR: Inter Partes 
Review）」⁴¹,⁴²を米国特許商標庁（USPTO）に申し立て、'895特許のクレーム（権利範囲）の無効化を
試みました。 
結果として、特許審判部（PTAB）のパネルはZhongshanの主張を認め、'895特許のクレーム9および
21が、先行技術（トヨタ自動車に譲渡されたKusaka特許）⁴⁰,⁴³によって「予期（Anticipated）」される
（＝新規性がない）として、「無効である」との判断を下しました⁴⁰,⁴³。 
PTABの論理：「直ちに想定できる (at once envisage)」 
PTABの判断は、法解釈上、非常に際どいものでした。PTAB自身も、先行技術であるKusaka特許に
は、ニデックの'895特許が権利を主張する「IQdrデマンド信号」（特定の回転座標系で表現される信
号）⁴⁰,⁴³が、「明示的には開示されていない」⁴³ことを認めていました。 
しかしPTABは、「Kusaka（静止座標系の信号を開示）を読んだ当業者（その技術分野の専門家）であ
れば、欠落している要素（回転座標系のIQdrデマンド信号）を『at once envisage（直ちに想定でき
る）』」⁴³,⁴⁰と判断し、Kusakaは'895特許を予期している（＝新規性なし）と結論付けました。 
CAFCの判断（ニデックの逆転勝訴）: 
ニデックは、このPTABの判断（特に「at once envisage」という法解釈）を不服として、連邦巡回控訴
裁判所（CAFC）に控訴しました。 
2017年3月、CAFCのパネルは、PTABの判断を「実質的な証拠に裏付けられていない」⁴⁰として、
PTABの無効判断を覆し、ニデックの逆転勝訴となる判決を下しました⁴⁰,⁴³。 



CAFCの判断は、米国の特許法における「予期（Anticipation）」の成立要件を再確認する、非常に重
要なものでした。CAFCは、「予期させる先行技術文献には、クレームの各限定事項が明示的または
内在的に見出されなければならない」⁴³という厳格な原則を強調しました。そして、PTABが依拠した
「直ちに想定できる（at once envisaged）」という基準は、先行技術文献に「欠落している限定事項を
補うことを許可するものではない」⁴⁰として、PTABによる法解釈（Kennametal判決の誤適用）⁴⁰を明確
に否定しました。 

この勝利が意味するもの: 
この訴訟は、ニデックの知財戦略の「強硬さ」を示しています。IPRは、一般的に特許権者（ニデック）
にとって不利（無効率が高い）とされる手続きです⁴²。そのIPRで一度「無効」と判断されたものを、
CAFCで、しかも「予期」という特許法の根幹的な法解釈の誤りを突いて覆す（リバースする）ことは、
多大な訴訟費用と、高度な法務戦略（ニデックの弁護団の能力）を要します。 
ニデックがそこまでのリソースを投じてこの'895特許（モーター制御技術）を守り抜いたという事実
は、同社がこの技術を「中核特許」と見なしていることの証左です。そして、競合他社（特に

Zhongshanのような中国企業）に対し、「ニデックの中核特許をIPRで安易に無効化しようとしても無
駄である」という、極めて強力なシグナル（牽制）を送る結果となりました。 

 

攻撃戦略（権利行使）：Nidec v. Shanghai AWA 
 

ニデックの訴訟戦略は、防衛一辺倒ではありません。特に重要な中国市場においては、自社の権利

を侵害する者に対して、積極的に「攻撃」を仕掛けています。その代表例が、中国の振動モーター企

業に対する特許侵害訴訟です。 

事案の概要: 
2018年5月22日、ニデックは、子会社であるニデックセイミツ株式会社と共に、中国企業2社（
Shanghai AWA Precision Electric Co., Ltd.およびSichuan AWA Precision Electric Co., Ltd.）との
間で争っていた知的財産権（IPR）訴訟について、和解に達したと発表しました⁷,⁴⁴。 
●​ 提訴時期: 訴訟は2015年、2016年、2017年にわたって提起されました⁷,⁴⁴。 
●​ 対象製品: シリンダー型（円筒形）振動モーター⁷,⁴⁴。 
●​ 対象特許: ニデックグループが保有する4件の中国特許（ZL200910003612.5など）⁷,⁴⁴。 
●​ 管轄裁判所: 上海知識産権法院（Shanghai Intellectual Property Court）⁷,⁴⁴。 

結果と戦略的示唆: 
最終的に両当事者は和解に至りましたが、その「和解条件は非公開」⁷,⁴⁴とされています。 
この「条件非公開」での和解は、多くの場合、被告側（AWA）が原告側（ニデック）に対し、何らかの金
銭的支払い（ライセンス料や和解金）や、対象製品の製造・販売の差し止めといった、実質的な譲歩

を行う形で終結したことを示唆します。 

この事例が戦略的に重要なのは、以下の点です。 

1.​ 中国市場での権利行使: ニデックが、世界最大の製造拠点であり消費市場でもある中国におい



て、自社の「中国特許」⁷を武器に、現地の「中国企業」⁷を、中国の「知財専門裁判所」⁷で提訴し
た、という点です。 

2.​ 模倣品への牽制: 2018年当時、中国の知財保護は過渡期にありましたが、この訴訟と（事実上
の勝訴と推察される）和解は、ニデックの中国特許が法的に「有効」であり、権利行使が可能

（＝牙がある）ことを証明しました。 
3.​ 抑止力の確立: この一件は、Shanghai AWAの2社だけでなく、中国市場に存在する他の潜在

的な模倣品・侵害品メーカーに対する、極めて強力な「牽制・抑止力」となります。「ニデックの特

許を侵害すれば、中国の裁判所であっても訴えられ、事業停止に追い込まれる可能性がある」

と認識させた効果は、計り知れないものがあります。 

このように、ニデックは、米国市場では「法解釈」を争ってでも中核特許を「防衛」し、中国市場では

「模倣品」に対して法的な「攻撃」を仕掛けるという、市場の特性と自社の事業戦略に基づいた、攻防

一体のグローバル訴訟戦略を明確に実行していると分析されます。 

 

当章の参考資料 
 

29.​https://www.nidec.com/en/ir/management/risk/ 
30.​https://www.mintz.com/insights-center/viewpoints/2231/2017-03-20-federal-circuit-rever

ses-ptabs-holding-anticipation 
31.​https://ptacts.uspto.gov/ptacts/public-informations/petitions/1463050/download-docume

nts?artifactId=Vp_TQiH13nhV12B5aSDpkh7rgwsHNMTcSy-BN9LFEc_N2sPMHbJXesg 
32.​https://www.supremecourt.gov/DocketPDF/17/17-751/20951/20171120174530938_Petition

%20for%20Writ_Nidec%20Motor.%20v.%20Zhongshan.pdf 
33.​https://www.mintz.com/insights-center/viewpoints/2231/2017-03-20-federal-circuit-rever

ses-ptabs-holding-anticipation 
34.​https://www.nidec.com/en/corporate/news/2018/news0522-01/ 
35.​https://www.nidec.com/en/corporate/news/2018/news0522-01/ 

 

詳細分析（3） 事業創出と中核ポートフォリオ（E-Axle） 
 

ニデックの知財戦略が、単なる「防衛」や「牽制」に留まらず、いかに「事業創出」¹⁷に直結している
か。その最も強力な証拠は、同社の現在の成長を牽引する最重要事業、トラクションモーターシステ

ム「E-Axle」⁴⁵,⁴⁶にあります。 

E-Axle（EV駆動モーターシステム）は、電気自動車（EV）の心臓部であり、モーター、インバータ（制御
装置）、減速機（ギア）を一体化したシステムユニットです⁴⁷,⁴⁵。この領域は、ニデックの「5つの柱」¹⁴に
おける「モビリティ革新 (Mobility Innovation)」¹⁴の中核を成し、同社の知財ポートフォリオ変革の象

https://www.nidec.com/en/ir/management/risk/
https://www.mintz.com/insights-center/viewpoints/2231/2017-03-20-federal-circuit-reverses-ptabs-holding-anticipation
https://www.mintz.com/insights-center/viewpoints/2231/2017-03-20-federal-circuit-reverses-ptabs-holding-anticipation
https://ptacts.uspto.gov/ptacts/public-informations/petitions/1463050/download-documents?artifactId=Vp_TQiH13nhV12B5aSDpkh7rgwsHNMTcSy-BN9LFEc_N2sPMHbJXesg
https://ptacts.uspto.gov/ptacts/public-informations/petitions/1463050/download-documents?artifactId=Vp_TQiH13nhV12B5aSDpkh7rgwsHNMTcSy-BN9LFEc_N2sPMHbJXesg
https://www.supremecourt.gov/DocketPDF/17/17-751/20951/20171120174530938_Petition%20for%20Writ_Nidec%20Motor.%20v.%20Zhongshan.pdf
https://www.supremecourt.gov/DocketPDF/17/17-751/20951/20171120174530938_Petition%20for%20Writ_Nidec%20Motor.%20v.%20Zhongshan.pdf
https://www.mintz.com/insights-center/viewpoints/2231/2017-03-20-federal-circuit-reverses-ptabs-holding-anticipation
https://www.mintz.com/insights-center/viewpoints/2231/2017-03-20-federal-circuit-reverses-ptabs-holding-anticipation
https://www.nidec.com/en/corporate/news/2018/news0522-01/
https://www.nidec.com/en/corporate/news/2018/news0522-01/


徴でもあります。 

本章では、E-Axle事業におけるニデックの競争優位の源泉を分析し、それが従来の「特許ポートフォ
リオ」戦略（権利化）と、それを超えた「製造プロセスのブラックボックス化」（ノウハウの秘匿）という、

二重の知財戦略によって構築されていることを解明します。 

 

IPポートフォリオの変革とE-Axle 
 

ニデックは2024年統合報告書において、「知的財産の保護と活用」¹⁶をマテリアリティ（重要課題）とし
て掲げ、その理由を「脱炭素、省電力」¹⁶といった「5つの大きな波」¹⁶（E-Axle事業がその筆頭）に対応
するため、IPポートフォリオの「変革 (Transform)」¹⁶が急務である、と説明しています。 

この変革の旗手であるE-Axleにおいて、ニデックは市場の先駆者としての地位を確立しています。
同社は2019年に世界で初めてE-Axleの量産を開始したとされ⁴⁷、その累計生産台数は2021年3月
時点で30万台、2023年4月時点では70万台に達しています⁴⁷。 

この急速な普及の背景には、製品そのものの競争優位性があります。ニデックは、長年IT業界（特に
HDD用モーター）で培ってきた「小型・軽量」化技術⁴⁷をE-Axleに転用しました。2022年10月に量産が
開始された第2世代モデル（Ni135Ex）は、135kWのピーク出力を持ちながら、重量はわずか57kgに
抑えられており、競合他社の類似製品を凌駕する高い出力密度（Power Density）を実現したと主張
されています⁴⁵。 

この「小型・軽量・高出力」という製品特性が、世界最大のEV市場である中国の自動車メーカーから
高い支持を集め、2023年4月時点で15の車種に採用される⁴⁵という、圧倒的な市場浸透の原動力と
なっています。 

 

競争優位の源泉：「超垂直統合（Super-Vertical Integration）」 
 

しかし、E-Axle市場（3）におけるニデックの真の競争優位性、そして模倣が困難な「参入障壁」は、個
別の製品スペックや特許以上に、その独自の「生産体制」にあると分析されます。 

ニデックは、E-Axleの強みについて、「開発から生産まで一貫した体制」⁹,⁴⁶を構築している点を強調
しています。これは、単なる「内製化」を意味するものではありません。 

ニデックが「超垂直統合 (super-vertical integration)」⁹と呼ぶこの体制は、E-Axleを構成する約400
点もの複雑なコンポーネント（モーター、インバータ、減速機の主要部品）⁹を自社で開発・生産するだ
けでなく、それらの部品を組み立てるための「生産設備」や、品質を保証するための「検査装置」まで



も自社グループ内で開発・製造している⁹,⁴⁸ことを特徴としています。 

この「超垂直統合」が、ニデックのE-Axleに絶対的な競争優位性をもたらします。 

1.​ 品質 (Quality): 主要部品から生産設備まで全てを内製化することで、品質管理を徹底できま
す。特に検査技術（トレーサビリティ機能、IoT活用）⁴⁸は、ニデックのモーター品質を守る鍵であ
るとされています。 

2.​ リードタイム (Speed): 設備や部品の調達を外部に依存しないため、開発スピードが圧倒的に
向上します。一般的にE-Axleの開発・設計から生産・供給までのプロセスは2年〜2年半を要す
るとされますが、ニデックはこの全プロセスを1年〜1年半⁹で完了できるとしています。 

3.​ コスト (Cost): 生産設備の内製化とリードタイムの短縮により、大幅なコスト削減を実現してい
るとされます⁹。 

 

IP戦略への示唆：「ブラックボックス化」という名のノウハウ秘匿 
 

この「超垂直統合」⁹体制は、ニデックの知財戦略において、何を意味するのでしょうか。 

それは、E-Axleシステム全体を、事実上の「ブラックボックス」として機能させるという、極めて高度な
知財戦略です。 

競合他社は、ニデックのE-Axleの完成品（例えばNi135Ex）⁴⁵を購入し、それを分解（リバースエンジ
ニアリング）することは可能です。また、ニデックが出願・公開したE-Axle関連の特許（例えば、IPC分
類の H02K [電動機] や B60L [EV制御] ⁴⁹など）を読み解くことも可能です。 

しかし、彼らが直面する最大の障壁は、仮にE-Axleの設計図を理解できたとしても、それをニデック
と**「同等の品質・コスト・スピード」で量産することができない**、という事実です。なぜなら、その量
産に不可欠な「専用の生産設備」や「独自の検査ノウハウ」⁹,⁴⁸は、ニデックの社内にしか存在せず、
特許のように公開もされていないからです。 

この「製造プロセス全体のノウハウ」⁹こそが、特許ポートフォリオと並ぶ、あるいはそれ以上に強力な
ニデックの「知的財産」として機能しています。これは、特許法による「公開」を前提とした保護（20年
間の独占権）ではなく、営業秘密（トレードシークレット）として「秘匿」することによる、より強力な（潜

在的に永久的な）参入障壁の構築を目指すものです。 

この「ブラックボックス戦略」は、特に中国市場⁴⁵での成功と密接に関連しています。中国のEV市場（
3）は、熾烈な競争下で、多数のメーカーが次々と新しいモデルを市場に投入する必要がある「ス
ピード戦争」の様相を呈しています。 
中国の自動車メーカーにとって、モーター、インバータ、減速機を個別に調達し、それらの擦り合わせ

（インテグレーション）に自社で時間を費やすよりも、ニデックが提供する「性能が保証されたシステム

一式（ブラックボックス）」⁴⁷,⁴⁵を導入する方が、開発リードタイムを1年〜1年半も短縮できる⁹というメ
リットは計り知れません。 



ニデックの知財戦略（製造ノウハウの秘匿によるブラックボックス化）が、中国市場の「スピード」とい

う最大のニーズに完璧に応えた結果が、15モデルへの採用⁴⁵という圧倒的な実績に繋がっていると
分析されます。 

 

次世代技術：「SynRATM」によるリスクヘッジ 
 

ニデックは、この「超垂直統合」戦略に安住することなく、将来の技術的・地政学的なリスクヘッジの

ためのIPポートフォリオ構築も並行して進めています。 

その代表が、2022年に発表された高効率モーター「SynRATM」（シンラ）¹⁶,⁸です。このモーターの最
大の特徴は、EVモーターに不可欠とされてきた「永久磁石」（ネオジムなど）を一切使用しない、マグ
ネットフリーである点です¹⁶,⁸。 
永久磁石に使用されるレアアース（希土類）は、産地が偏在し、地政学的なサプライチェーンリスク

（価格高騰や供給途絶）を常に抱えています。 
ニデックの「SynRATM」は、このレアアースを不使用にしながら、国際電気標準会議（IEC）が定める
効率ガイドラインにおいて、最高効率クラスである「IE5」を達成したとされています¹⁶,⁸。これは、サプ
ライチェーンリスクを根本から回避しつつ、最高のエネルギー効率（＝EVの航続距離の向上）を実現
する技術であり、ニデックの「モビリティ革新」¹⁴における、次世代の中核技術として重要特許で厳重
に保護されているものと推察されます。 

このように、ニデックのE-Axle事業における知財戦略は、公開される「特許群」（例：SynRATM）と、秘
匿される「製造ノウハウ群」（例：超垂直統合）という二重の防壁によって、その競争優位性を強固に

守っていると言えます。 
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競合比較 
 

ニデックの知財戦略（「ビジネスクリエイター」¹⁷としての役割、M&AとPMIの重視²⁷、「超垂直統合」⁹に
よるブラックボックス化）の独自性は、国内外の競合他社と比較対照することで、より一層鮮明になり

ます。 

ニデックが事業を展開する市場は、大きく「グローバルなE-Axle市場」と「国内の精密・中大型モー
ター市場」に分類されます。本章では、これら2つの市場における主要プレイヤーの知財・事業戦略
を比較分析し、ニデックの戦略的な立ち位置を明らかにします。 

 

E-Axle市場における知財戦略比較 
 

E-Axle（車載用eドライブ）市場は、ニデックの「モビリティ革新」¹⁴の柱であり、Robert Bosch（ボッ
シュ）、ZF Friedrichshafen（ZF）、Valeo（ヴァレオ）、GKN Automotive、BorgWarner、American 
Axle & Manufacturingといった、欧米の巨大Tier-1（一次部品供給者）が激しく競合する領域です
⁵¹,⁵²,⁵³。 

この市場では、単一の技術（例：モーターの回転数）で優劣が決まるのではなく、「システム全体

（モーター、インバータ、減速機）⁵⁴を、いかに効率的・安価・迅速にOEM（自動車メーカー）に供給で
きるか」という、システムインテグレーション能力と、それを支える知財戦略が勝敗を分けます。 

分析の結果、この市場では、ニデックの「超垂直統合」⁹を含め、主に4つの異なる知財・事業戦略が
激突していることが明らかになりました。 

【表1：E-Axle主要競合の知財・事業戦略アプローチ比較】 

企業名 戦略アプローチ 具体的な戦略内容・

分析 
出典（参考） 

Nidec (ニデック) 超垂直統合・ブラック モーター、インバー [4, 5, 6] 

https://www.nidec.com/en/product/search/category/B105/M100/S101/NCJ-E-Axle/
https://www.nidec.com/files/user/www-nidec-com/sustainability/integrated_report/2024/IntegratedReport2024_45_en.pdf
https://www.nidec.com/files/user/www-nidec-com/sustainability/integrated_report/2024/IntegratedReport2024_45_en.pdf
https://www.nidec.jp/technology/new_field/e-axle_production/


ボックス化 タ、減速機⁵⁴に加え、
それらを製造するた

めの「生産設備」や

「検査装置」まで内製

化⁹。システム全体を
性能・コスト・納期が

保証された「ブラック

ボックス」としてOEM
に一括提供し、OEM
側の開発リードタイ

ムを劇的に短縮する

⁹戦略。 

Bosch (ボッシュ) ZF 
Friedrichshafen 
(ZF) 

IPバンドル・ターン
キー供給 

Eモーター、インバー
タ、ギアボックスに関

連する自社の知的

財産（IP）を「ターン
キー（一括請負）アク

スル」⁵²としてバンド
ル化し、OEMにシス
テムとして供給する

戦略。自社の広範な

技術ポートフォリオと

規模の経済を活用

し、OEMの多様な
ニーズに応えるシス

テムサプライヤーと

しての地位を確立⁵²
。 

[7, 8, 9] 

Valeo-MAHLE 
(ヴァレオ-マーレ) 

IP共有・共同開発 自社に不足する技術

や、開発に時間のか

かる領域（例：熱管

理）において、他社

（この場合はMAHLE
）と戦略的パートナー

シップを締結。例え

ば、ローター冷却技

術に関する特許を

「共有（シェア）」⁵¹す
ることで、開発リスク

[7] 



を分散し、市場投入

までの時間（

Time-to-Market）を
短縮する協調戦略。 

OEM (Ford, 
Mercedes-Benz
等) 

IP内製化（知財の囲
い込み） 

サプライヤー（Nidec
やBosch）への依存
度が高まることを警

戒し、E-Axleの中核
技術（特にEモーター
組立など）を自社で

内製化し⁵³、関連す
る知的財産を「ロック

イン（囲い込み）」しよ

うとする垂直統合の

動き。サプライヤー

マージンを削減し、

自社製品の独自性

をIPで担保する狙い
⁵³。 

[3, 10] 

この比較（表1）から、ニデックが選択した「超垂直統合」⁹戦略の特異性が浮かび上がります。
Bosch/ZFが「水平的（広範なOEMへのターンキー供給）」⁵²な戦略を、Valeoが「協調的（IP共有）」⁵¹な
戦略を、OEMが「内製化（IP囲い込み）」⁵³戦略を取る中で、ニデックは「垂直的（生産設備まで内製
化）」⁹という、最も資本集約的（＝ハイリスク）でありながら、一度成功すれば他社が容易に模倣でき
ない、最も参入障壁の高い（＝ハイリターン）戦略を選択していると分析されます。 

 

国内競合（モーターメーカー）の知財戦略比較 
 

次に、ニデックの「ビジネスクリエイター」¹⁷という知財部門のミッションが、国内の主要モーターメー
カー（ミネベアミツミ、マブチモーター）やFA（ファクトリーオートメーション）メーカー（ファナック）と比較
して、いかに異質であるかを分析します。 

【表2：国内主要メーカーの知財戦略アプローチ比較】 

企業名 知財戦略の基本方 主な目的と特徴 出典（参考） 



針（推察） 

Nidec (ニデック) 事業創出型 （ビジネ
スクリエイター） 

目的： 新規事業の創
出と経営目標の達

成。 特徴： IP分析に
よる「新規事業の提

案」¹⁷。75社を超える
M&AのDD/PMI²⁷,³⁴。
攻防一体のグローバ

ル訴訟戦略（Nidec 
v. Zhongshan⁶, 
Nidec v. AWA⁷）。未
来志向・攻撃志向。 

[11, 12, 13, 14] 

ミネベアミツミ ニッチ市場・障壁構

築型 
目的： 特定ニッチ市
場での高収益維持。 
特徴： ニデック同様
にM&A（DD/PMI）を
重視⁵⁵。特定のニッ
チ市場（例：バッテ

リー保護IC）におい
て、圧倒的なシェアと

高収益を維持するた

め、特許による「参

入障壁」を意図的に

構築する戦略⁵⁵。 

[15, 16, 17] 

マブチモーター 事業支援・用途開発

型 
目的： 既存事業の支
援と拡大。 特徴： 知
的財産を、既存製品

の「拡販・新用途拡

大」¹¹のためのツール
として位置づけ、競

争優位性を確保す

る。現在志向・事業

支援志向。 

[18] 

ファナック 侵害予防・防衛重視

型 （FTO重視） 
目的： 他社権利の侵
害防止（FTO）。 特徴
： 「全社を挙げて他
社特許調査を徹底

[19] 



的に実行」¹⁰し、他社
の権利に対する「侵

害を防止」¹⁰すること
を最重要視。防衛色

が極めて強い。 

この比較（表2）は、ニデックの知財戦略が持つ「攻撃性」と「未来志向」を際立たせています。 

ファナックの知財戦略¹⁰は、自社が他社を「侵害しないこと」を最優先事項とする、極めて「防衛的」な
ものです。これは、同社が事業を展開するFA市場が、多数の既存特許が複雑に絡み合う「地雷原」
のような領域であるため、リスク回避（FTO: Freedom To Operate, 事業の自由）を最優先する合理
的な戦略であると推察されます。 

マブチモーターの戦略¹¹は、既存の強力な製品群（小型直流モーター⁵⁶）を、いかにして新しいアプリ
ケーション（例：自動車電装）⁵⁶に展開し、売上を伸ばすかという、「現在志向」の事業支援機能として
知財を位置づけています。 

ミネベアミツミの戦略⁵⁵は、ニデックと類似する点（M&Aの重視⁵⁵）もありますが、その目的は異なりま
す。ニデックがE-Axle⁹のような「巨大な新市場の創造」を目指すのに対し、ミネベアミツミは「ニッチ市
場（例：バッテリー保護IC、ボールベアリング）」⁵⁵,⁵⁷での圧倒的シェアと高収益性を、知財の壁によっ
て「防衛・維持する」という、利益率重視の戦略を取っていると見られます。 

これら3社に対し、ニデックの知財戦略は、根本的に「未来志向」です。知財部門が「ビジネスクリエイ
ター」¹⁷として、2030年の10兆円¹⁴という壮大な目標に向け、E-Axle⁹やAIインフラ¹⁶といった「次なる巨
大市場」を、IP分析という武器を使って経営陣に「提案」¹⁷し、その実現（M&A、R&D、訴訟）までを主
導する役割を担っています。 

この「ビジネスクリエイター」¹⁷という役割の定義こそが、ニデックの知財戦略を、国内の競合他社とは
全く異なる、極めて攻撃的かつ経営と一体化したものにしている最大の要因であると結論付けられ

ます。 
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リスク・課題（短期・中期・長期） 
 

ニデックが推進する野心的かつ攻撃的な知財戦略は、その高いリターン（事業創出、競争優位）の

裏側で、相応の重大なリスクと課題を内包しています。M&Aの継続的な実行、E-Axle事業における
「ブラックボックス戦略」への集中、そして10兆円¹⁴企業へと向かう組織の肥大化は、それぞれ短期・
中期・長期の時間軸で、異なる種類の脅威を知財ガバナンス体制に突きつけています。 

本章では、ニデックの知財戦略が直面する潜在的なリスクと課題を、時間軸に沿って分析します。 

 

短期的リスク：M&Aの継続に伴うPMIの負荷と訴訟コスト 
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ニデックのM&A戦略は、2030年目標（3兆円分）¹⁴に向けて、現在も減速していません。2022年以降
も、OKK（日本、2022年）²⁵、PAMA S.p.A.（イタリア、2023年）²⁵、Takisawa Machine Tool（日本、
2023年）²⁵、Linear Transfer Automation Inc.（カナダ、2024年）²⁵など、国内外で立て続けに企業買
収を実行しています。 

リスク：PMI（ポスト・マージャー・インテグレーション）の継続的な負荷 
このハイペースなM&Aは、短期的には、ニデックの中央知財ガバナンス部門¹⁷に対して、極めて高
い、継続的な業務負荷をもたらします。 
年に数社のペースで増加するグループ会社の知財ポートフォリオ、技術ノウハウ、発明報奨規程、

特許管理システムを、「One Nidec」¹⁷のインフラとガバナンス体制へ「統一」¹⁷するPMIプロセスは、膨
大なリソースを必要とします。 
課題：M&Aの「質」の担保 
このPMIの「量」に追われる中で、「質」が低下するリスクがあります。 
最大の懸念は、M&Aのデューデリジェンス（DD）²⁷の見落としです。第3章で分析したMolon訴訟⁴の
「合併条項」³⁸のような、「契約上の時限爆弾」は、買収対象の過去の契約書の中に無数に潜んでい
る可能性があります。M&Aの件数が増えれば増えるほど、一件でもDDやPMIに失敗し、買収した事
業の価値を根幹から揺るがすような「第2のMolon訴訟」⁴に巻き込まれる確率（リスクエクスポー
ジャー）は、統計的に増大します。 
課題：継続的な訴訟コスト 
ニデックは、自社の権利を「防衛」⁶し、侵害者を「攻撃」⁷するために、グローバルな訴訟を（必要に応
じて）厭わない姿勢を持っています。しかし、CAFC（米国）⁶や上海知識産権法院（中国）⁷といった、高
度な知財訴訟の対応には、巨額の弁護士費用や社内リソースが継続的に必要となります。これらの

訴訟関連費用は、短期的には財務諸表上の「コスト」として、利益を圧迫する要因となり得ます。ニ

デックは、このコストを「事業を守るための必要経費」として許容し続ける必要があります。 
 

中期的課題：E-Axle市場における「ブラックボックス戦略」の陳 nutshell化 
 

ニデックのE-Axle事業における最大の強みは、「超垂直統合」⁹による製造プロセスの「ブラックボック
ス化」にあります。これは、競合他社が容易に模倣できない強力な参入障壁となっています。しかし、

この戦略は、中期的には「標準化」という大きな脅威に直面しています。 

リスク：「標準化」によるシステム優位性の無効化 
ニデックの「ブラックボックス戦略」⁹が有効なのは、OEM（自動車メーカー）が「モーター、インバータ、
減速機」⁵⁴を一体化した「システム」として調達する必要がある、という前提に基づいています。 
課題：インターフェースの標準化 
もし、国際電気標準会議（IEC）⁵⁸や、Bosch、ZF⁵²といった欧米の巨大Tier-1が主導するコンソーシア
ム、あるいは大手OEM（例：フォルクスワーゲン）が、E-Axleを構成するコンポーネント間（例：モー
ターとインバータ）の接続インターフェース（機械的嵌合、電気的接続、通信プロトコル）を「標準化」し

たら、どうなるでしょうか。 



その場合、OEMは「Nidecのモーター」と「Boschのインバータ」、「Valeoの減速機」を、まるでレゴブ
ロックのように自由に「mix-and-match（組み合わせて）」、自社に最適なE-Axleを安価に構築できる
ようになります。 
これは、ニデックの「システム一括提供」⁹という優位性を無効化し、同社を「モーター単体」「インバー
タ単体」での過酷なコンポーネント価格競争に引きずり込むことを意味します。 
ニデックは現在、自社のE-Axleシステムが市場の「デファクトスタンダード（事実上の標準）」となる
か、あるいは競合による「デジュールスタンダード（公的・業界標準）」が確立されるかの、時間との競

争に直面していると推察されます。 

課題：競合による「ブラックボックス回避」戦略 
第6章の競合比較（表1）で見たように、競合他社の戦略は、ニデックのブラックボックス戦略を「回避」
するように設計されています。Valeo-MAHLEによる「IP共有」⁵¹や、OEM（Ford, Mercedes）による「IP
内製化」⁵³の動きは、すべて「ニデックのブラックボックスに依存しない」ための包囲網として機能し、
中期的にはニデックの市場シェアを脅かす可能性があります。 
 

長期的課題：グループ肥大化に伴うガバナンスの形骸化 
 

ニデックが2030年に10兆円¹⁴規模のコングロマリットへと無事に成長を遂げたとして、そこには長期
的なガバナンスの課題が待ち受けています。 

リスク：「One Nidec」の求心力の低下 
現在の「One Nidec」¹⁷知財ガバナンス体制は、M&Aで獲得した技術を中央（京阪奈技術センター³²
の知財部門¹⁷）に集約・分析させ、新たなシナジー³⁰や新規事業¹⁷を生み出すという、「中央集権的」な
求心力によって機能しています。 
課題：事業部最適 vs 全社最適 
しかし、組織が10兆円¹⁴規模にまで肥大化し、M&Aで加わった個別の事業部門（例えば、OKKや
PAMA²⁵といった、それ自体が完成された歴史と文化を持つ工作機械部門）が、グループ内で強大な
「事業部最適」の論理を持つようになった場合、この中央の求心力は形骸化するリスクがあります。 
例えば、中央の「ビジネスクリエイター」¹⁷である知財部門が、IP分析に基づき「工作機械部門の技術
A」と「車載部門の技術B」を組み合わせて「新規事業C」を創出すべきだ、と「全社最適」の観点から
提言したとします。 
これに対し、工作機械部門が「事業Cは我々の本流ではなく、リソースを割けない」と、「事業部最適」
の論理で抵抗した場合、新経営体制¹⁶（創業者体制からの移行）の下で、中央の「IPガバナンス機
能」¹⁷は、その提言をどこまで強力に推進できるでしょうか。 
創業者の強力なリーダーシップから、新体制¹⁶,¹⁴へと移行する中で、この「中央集権的なIPガバナン
ス機能」¹⁷の求心力を、制度としていかに維持・強化し続け、組織の「サイロ化」を防ぎ続けるかが、ニ
デックの長期的な技術的優位性の維持にとって、最大の経営課題となる可能性があります。 
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今後の展望（政策・技術・市場動向との接続） 
 

ニデックの知財戦略は、過去の成功（M&A統合、E-Axleの市場創出）に留まることなく、既に次なる
巨大な市場・技術・政策の波を見据えています。同社の「ビジネスクリエイター」¹⁷としての知財部門
は、E-Axle事業で確立した「成功のプレイブック」を、次なる成長分野へといかに適用していくかを計
画していると見られます。 

本章では、ニデックの知財戦略が、(1) E-AxleからAI社会基盤へと移る「市場動向」、(2) AIによる知
財分析の高度化という「技術動向」、(3) IRA（インフレ抑制法）に代表される「政策動向」という、3つの
外部環境の変化にどのように接続し、進化していくかを展望します。 
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市場動向：「E-Axle」から「AI社会基盤」へ（プレイブックの再現） 
 

E-Axle市場（モビリティ革新）¹⁴は、欧州のCO2規制⁵³や中国のNEV（新エネルギー車）政策⁵³の後押
しを受け、中長期的に高成長が続くと見込まれます。ニデックは、マグネットフリー技術「SynRATM」
¹⁶,⁸の開発などにより、この市場での地位をさらに強化していくものと推察されます。 

しかし、ニデックの知財戦略の真の焦点は、既に「5つの柱」¹⁴の筆頭に掲げられた「AI社会基盤 
(Base of AI Society)」¹⁴,¹⁶へと移り始めています。 

2024年統合報告書（FY2023の取り組み）において、ニデックは「知財情報を活用した市場動向等の
分析活動を強化」²¹した結果として、「データセンターにおける水冷モジュール関連技術（ポンプ、電
源、回路基板など）に関するIPポートフォリオを強化した」¹⁶,²¹と、極めて具体的に報告しています。 

これは、E-Axleの次に「ビジネスクリエイター」¹⁷が狙う市場が、AIサーバーの爆発的な需要増大¹⁶に
伴う「冷却システム」であることを明確に示しています。 

今後の展望（プレイブックの再現）: 
ニデックは、E-Axle事業で大成功を収めた「戦略的プレイブック」を、この「水冷モジュール」市場で忠
実に再現しようとしている可能性が極めて高いと推察されます。 
そのプレイブックとは、第5章で分析した「超垂直統合」⁹と「ブラックボックス化」戦略です。 

1.​ （E-Axleでの成功体験）: モーター、インバータ、減速機⁵⁴という「個別コンポーネント」と、それら
を作る「生産設備」⁹をすべて内製化し、競合が模倣不可能な「ブラックボックス」としてOEMに供
給した。 

2.​ （AI冷却市場での再現）: AIデータセンターに必要な「ポンプ（モーター技術）」「電源（制御技
術）」「回路基板」¹⁶といった「個別コンポーネント」と、それらをシステムとして組み上げる「生産
設備」や「検査装置」⁴⁸を、同様に「超垂直統合」⁹によって内製化し、データセンター事業者（
Google, Amazon, Microsoftなど）に対し、性能・コスト・納期が保証された「水冷モジュール・ブ
ラックボックス」として供給する。 

ニデックの知財部門は、この新領域のIPランドスケープ分析（競合の特許網や技術的空白地帯の分
析）を既に完了し、必要な中核技術（例：高性能ポンプ）が自社に不足していれば、それを補うための

M&Aターゲットの選定²⁷を、経営陣に「提言」¹⁷している段階にあると考えられます。 

 

技術動向：知財戦略自体のDX（AIの活用） 
 

ニデックの知財部門は、「ビジネスクリエイター」¹⁷として「技術トレンドを分析」¹⁷するために、「知財情



報の分析活動を強化」²¹していると述べています。 

今後の展望（AIによる知財分析の高度化）: 
今後は、この「分析活動」そのものに、AI（人工知能）技術が導入され、高度化していくことが予想さ
れます。 
「ビジネスクリエイター」¹⁷の業務は、WIPO（世界知的所有権機関）⁵⁹や各国特許庁（JPO, USPTO, 
EPO）⁶⁰が保有する膨大な特許データベース⁶¹や、技術文献、市場レポートといった、膨大な非構造
化データ（ビッグデータ）を分析することです。これは、AI（特に自然言語処理）が最も得意とする領域
の一つです⁶²。 

ニデックの知財部門は、AIを活用することで、「次なるE-Axle（水冷モジュール）」となるような技術の
萌芽や、競合他社がまだ気づいていない「技術の空白地帯（ホワイトスペース）」、あるいはシナジー

³⁰を生み出す可能性のあるM&Aターゲット²⁷を、人間のアナリストが数ヶ月かけて行うよりも、遥かに
高速かつ高精度に発掘する体制へと進化していくと推察されます。 

 

政策動向：M&Aを「地政学リスクヘッジ」として活用 
 

グローバル市場での事業展開は、常に地政学的な「政策リスク」に晒されます。特に近年、米国の

「インフレ抑制法（IRA: Inflation Reduction Act）」⁵³や、欧州の「CO2排出量フリート規制」⁵³に象徴さ
れるように、主要市場が「自国・地域内での生産（ローカルコンテント）」を優遇し、保護主義的なブ

ロック経済化を進める傾向が強まっています。 

IRA⁵³は、EV補助金の受給要件として、部品の北米（米国・カナダ・メキシコ）での調達・組立を要求し
ており、これは北米以外でE-Axleを生産するサプライヤーにとって、深刻な価格競争上の不利（リス
ク）をもたらします。 

今後の展望（M&Aポートフォリオによるリスクの好転）: 
しかし、ニデックのこれまでの「グローバルM&A戦略」²⁵,²⁶は、皮肉なことに、この地政学リスクに対す
る「最強のヘッジ（回避）手段」として機能する可能性があります。 
IRAが「北米での現地生産」⁵³を要求したとしても、ニデックは既に、Houma Armature Works（米国、
2023年買収）²⁵や、Linear Transfer Automation Inc.（カナダ、2024年買収）²⁵といった、北米の製
造・エンジニアリング拠点をグループ内に保有しています。 

ニデックは、これらの買収済み拠点を活用（あるいは追加投資）することで、E-Axleの「超垂直統合」⁹
モデルを、中国や日本から「北米」へと迅速に「移植」し、IRAのローカルコンテント要求を満たす「北
米製 E-Axle」を立ち上げることが、競合他社（特に北米に拠点を持たないアジアのサプライヤー）に
比べて遥かに容易であると推察されます。 

これにより、ニデックはIRAの補助金という「追い風」を受け、競合他社に対して圧倒的な価格競争力
で優位に立つことが可能になります。 



このように、元々はシナジー³⁰や技術獲得²⁷を目的としていた過去のM&Aポートフォリオ²⁵が、結果と
して、IRA⁵³のような予期せぬ地政学的な「政策の壁」を乗り越えるための「戦略的な飛び石」として機
能するのです。これは、ニデックの知財・M&A戦略が持つ、長期的な強靭性（レジリエンス）を示して
いると言えます。 
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戦略的示唆（経営・研究開発・事業化の観点でアクション候補） 
 

これまでの分析（第1章〜第8章）に基づき、ニデックの知財戦略が持つ強み（「ビジネスクリエイター」
¹⁷、M&A-PMI⁴、超垂直統合⁹）を最大化し、リスク（PMI負荷、標準化脅威⁵⁸）を最小化するために、ニ
デックの各ステークホルダー（経営層、R&D部門、事業部門）が取るべき、あるいは既に取っていると
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推察される具体的なアクションについて、戦略的な示唆を提言します。 

 

経営（CEO/CFO/CSO）への示唆 
 

示唆: 
ニデックの知財戦略は、単なる「法務リスク管理」ではなく、10兆円¹⁴企業への成長を牽引する「事業
開発エンジン」そのものです。「One Nidec」¹⁷知財PMIは、M&Aの「コスト（費用）」ではなく、シナジー
³⁰を生み出す「アセット（資産）」であり、最優先の経営アジェンダとして位置づけるべきです。 
推奨されるアクション（候補）: 

1.​ M&Aデューデリジェンス（DD）²⁷における知財のVeto（拒否権）強化:​
M&AのDDにおいて、対象企業の特許ポートフォリオ（量や質）の評価以上に、「契約上の知財
リスク」の精査を最重要項目として義務付けるべきです。具体的には、第3章で分析したMolon
訴訟⁴の「合併条項」³⁸のような、「隠れた時限爆弾（事業の自由度を制約するライセンス契約、
提訴しない誓約、補償条項など）」の洗い出しを必須とし、知財部門が重大なリスクを発見した

場合には、M&Aの実行自体を差し止める権限（Veto）を（実質的に）付与することが望まれま
す。 

2.​ 「ビジネスクリエイター」¹⁷への戦略的リソース傾斜配分:​
E-Axle事業⁹で成功した「超垂直統合」⁹モデルを、次なる成長の柱（例：「AI水冷モジュール」¹⁶,²¹
）で再現するため、中央の「IPガバナンス機能」¹⁷（＝ビジネスクリエイター）に対し、リソース（優
秀な人材、分析ツール予算、M&AのDD権限）を意図的に傾斜配分し続けるべきです。知財部
門を「コストセンター」ではなく、グループで最もレバレッジの効く「プロフィットセンター（事業創出

部門）」として処遇することが、10兆円¹⁴への鍵となると推察されます。 

 

研究開発（R&D/CTO）への示唆 
 

示唆: 
「ビジネスクリエイター」¹⁷としての知財部門は、R&Dプロセスの「下流（発明の出願・権利化）」²⁹で待
つパートナーではなく、「最上流（研究テーマの探索）」¹⁷で並走するパートナーとしてフル活用すべき
です。 
推奨されるアクション（候補）: 

1.​ R&Dテーマ採択における「IPランドスケープ分析」²¹の必須化:​
全ての新規R&Dプロジェクト（特に大規模な予算を要求するもの）について、その開始（予算獲
得）の必須条件（ゲート）として、知財部門による「IPランドスケープ分析」²¹のレポート提出を義
務付けるべきです。これにより、「競合がひしめくレッドオーシャン（例：既存のモーター改善）」へ

の無駄な投資を避け、「技術的な空白地帯（ホワイトスペース）」や「競合が手薄な領域（例：

SynRATM⁸のようなマグネットフリー技術）」にR&Dリソースを集中投下する、データドリブンな意



思決定が可能となります。 
2.​ エンジニア評価指標（KPI）への「事業貢献」¹⁷の組み込み:​

知財創出の源泉であるエンジニアの評価指標（KPI）を、単なる「特許出願件数」や「特許登録件
数」といった「量」の指標から、「質」の指標へと転換すべきです。ニデックが既に導入している「

One Nidec Profit Contribution Grand Award」¹⁷（利益貢献大賞）のように、その発明（特許）
が、いかに事業の利益に貢献したか、あるいは知財部門と連携して「新規事業アイデア」¹⁷を創
出したかを、エンジニアの評価・報酬に明確に組み込むことが、組織全体の「事業貢献」¹⁷意識
を飛躍的に高めると考えられます。 

 

事業化（各事業本部長）への示唆 
 

示唆: 
知的財産は、「守り（他社からの侵害訴訟リスク管理）」²⁹であると同時に、「攻め（市場の牽制・独
占）」⁷のための強力な武器です。E-Axle事業部が実践している「ブラックボックス戦略」⁹（特許とノウ
ハウの使い分け）を、自事業部の製品・サービスにいかに適用できるか、知財部門と共同で検討す

べきです。 
推奨されるアクション（候補）: 

1.​ 「知財棚卸」の実施（特許 vs 秘匿ノウハウの仕分け）:​
自事業部の製品・サービスについて、「コア技術」の棚卸を知財部門と共同で実施すべきです。

その際、「(A) 特許として出願・公開し、競合の参入を法的にブロックすべき技術（例：SynRATM⁸
のような基本原理）」と、「(B) あえて特許化せず、製造ノウハウ（トレードシークレット）として『秘
匿』し、ブラックボックス化すべき技術（例：E-Axleの生産設備⁹や検査ノウハウ⁴⁸）」を、戦略的に
仕分ける（ポートフォリオ化する）必要があります。この仕分けこそが、競合に対する持続的な

競争優位性の源泉となります。 
2.​ 競合監視体制の構築（知財部門へのインプット）:​

事業の最前線にいる事業部門（営業、マーケティング、開発）は、競合他社の不審な動き（自社

製品の模倣、特許侵害の疑い）を最も早く察知できるポジションにいます。第4章のNidec v. 
AWA⁷（中国での模倣品訴訟）の事例のように、自社の市場シェアや競争力を削ぐ競合を発見し
た場合、即座に知財部門の「監視・警告リスト」²⁹にインプットする、公式・非公式なチャネルを構
築すべきです。この「現場からのインプット」こそが、知財部門の「攻撃戦略」⁷,²⁹の精度を高める
鍵となります。 

 

当章の参考資料 
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総括 
 

当レポートは、ニデックの知的財産（IP）戦略について、その基本方針、組織体制、M&Aとの関連性、
訴訟戦略、中核事業（E-Axle）における機能、そして競合他社との比較優位性について、公開情報を
基に網羅的かつ深く分析しました。 

本分析を通じて導き出される総括的な結論は、ニデックの知財戦略が、同社の「2030年売上高10
兆円」¹⁴という野心的な経営目標を達成するための、単なる支援機能や防衛機能ではなく、経営戦略
そのものと一体化した「中核的な推進エンジン」として機能している、という厳然たる事実です。 

本レポートで解明した、ニデックの知財戦略の独自性と強さを示す、最も重要な3つの柱は、以下の
通りです。 

第一に、**「M&AとPMIによる知財の統合」**です。ニデックの急成長は、75社を超えるM&A²⁵によっ
て支えられていますが、その真の価値は、買収した企業の多様な知財ポートフォリオを、「One 
Nidec」¹⁷の思想の下でインフラとガバナンスを「統一」¹⁷し、グループ全体のシナジー³⁰を創出する基
盤へと再構築する、強力なPMI（買収後統合）能力にあります。Molon訴訟⁴の勝利は、買収資産の
価値を法的に「守り切る」という、このPMI機能の強靭性の証左に他なりません。 

第二に、**「攻防一体のグローバル訴訟戦略」**です。ニデックは、自社の事業戦略上、最も重要な
市場において、知財を武器として行使することを躊躇しません。米国では、特許庁（PTAB）の無効判
断⁶という不利な状況を、CAFC（連邦巡回控訴裁判所）で法解釈を争って覆し、中核特許の有効性を
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「防衛」しました⁶。同時に、中国市場では、模倣品企業に対して現地の知財専門裁判所を活用して
「攻撃」を仕掛け、権利を行使（和解）⁷しました。この市場の特性に応じた、峻別された強硬な姿勢
が、事業の競争優位性を法的に担保しています。 

第三に、**「『超垂直統合』によるノウハウのブラックボックス化」**という、特許戦略を超えた独自の
IP戦略です。最重要のE-Axle事業⁹において、ニデックは個別の技術（例：SynRATM⁸）を特許で保護
する一方で、最大の競争優位の源泉である「生産設備・検査装置の内製化」⁹を含む「製造プロセス
全体」を、あえて特許として公開せず、一種のトレードシークレット（営業秘密）として「秘匿」していま

す。これにより、競合他社が設計図を解読できても量産で追随できない、模倣困難な「ブラックボック

ス」を構築しました。 

意思決定への含意: 
この「超垂直統合によるブラックボックス化」というE-Axle事業⁹の成功体験（プレイブック）は、既に次
なる成長の柱である「AI社会基盤（水冷モジュール）」¹⁶,²¹へと展開されつつあります。ニデックの知財
部門は、単なる「守護者（Guardian）」から、IP分析を武器に次なる10兆円市場を指し示す「ビジネス
クリエイター（Business Creator）」¹⁷へと、その役割を明確に進化させています。 
経営層にとっての最大の示唆は、この強力な「知財エンジン」を、M&Aの加速¹⁴や組織の肥大化¹⁴に
伴うリスク（PMI負荷、ガバナンスの形骸化）から守り、その「提言」¹⁷を実行し続けることこそが、将来
の持続的な成長を実現するための最重要課題である、ということです。 
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